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奈良県・「100 億企業」の実態調査（2025年） 
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中小企業の賃上げや価格転嫁、人材確保、高収益化などを実現するため、「年商１００億」をス

ローガンとした事業拡大を支援する施策がこの春スタートした。奈良県内の企業を見ると、年商

「１００億円企業」は４２社、３年以内に「年商１００億」を突破する可能性がある“ネクスト”１００億

円企業は８社あることが分かった。関西２府４県では、和歌山県が「年商１００億企業」の数が３６

社と最小であり、次いで奈良県が２番目に少なかった。 

 

 

株式会社帝国データバンクは、保有する企業概要ファイル  COSMOS2（149 万社収録）から、2023 年度決算（2023 年 4 月

期  ～2024 年  3 月期）時点で①年商  100 億円以上の企業、②そのうち同決算で初めて  100 億円を突破した企業を抽出、分

析し た。また、同決算期を含めた過去  3 期の年商伸び率から、今後  （2024 年度決算以降）3 年以内で  100 億円を突破する可

能性の ある企業も抽出、分析した。   
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奈良県・「100 億企業」の実態調査（2025年） 

奈良県の年商「１００億企業」は４２社 

 

 ２０２３年度（２０２３年４月期～２０２４年３月期、単体）時点で「１００億企業」（年商１００億円以上の企業）

は、奈良県内に４２社存在することが明らかになった。２０２２年度（２０２２年４月期～２０２３年３月期、単

体）の奈良県内「１００億企業」は４０社であったことから２社が増加となった。出現率（県内企業数におけ

る割合）は０．３１％であった。 

ちなみに、全国では２０２３年度の「１００億企業」が１万５，１５９社あることが判明し、これは国内企業約

１４９万社の１％にあたる数値となった。２０２２年度の「１００億企業」は１万４，５６９社であったことから、

前年比５９０社の増加となった。また、全国の２０２３年度「１００億企業」の出現率は１．０２％と１００社に１

社の割合となった。 

関西２府４県に目を向けると、「１００億企業」の数が最も少なかったのは和歌山県で３６社、出現率は０．

２９％となった。一方で、「１００億企業」の数が最も多かったのは大阪府で１，６６３社、出現率は１．５３％

となった。次いで、兵庫県が４２３社、出現率０．８０％、京都府が２２２社、出現率０．７２％となった。関西

２府４県内で比較しても、大阪府およびその出現率の割合が圧倒的に多く、奈良県や和歌山県は大きく

差を開けられている状況であり、奈良県や和歌山県では「１００億企業」が育っていないとも言える。 

 

図表・グラフ名（「スタイル→「図表見出し」」）  
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奈良県・「100 億企業」の実態調査（2025年） 

２０２３年度決算で 

初めて「１００億企業」となったのは県内に 1 社のみ 

 

１００億円企業のうち、２０２３年度決算で初めて年商１００億円に到達した企業は、奈良県内で僅か１社の

みとなった。また、２０２２年度も１社のみであった。県全体の「１００億企業」は２０２２年度の４０社から、２０２

３年度の４２社に２社増加していることから、年商１００億円を下回った企業が２０２３年度で再度１００億円を

上回ったということになる。  

 市郡別の詳細を見ると、「奈良市」、「大和郡山市」、「天理市」が各１社増加した。一方で、「吉野郡」では１

社減少している。  

     100 億企業の属性                 2023 年度に誕生した１００億企業   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年度時点で１００億企業ではないが、同期以前の年商伸び率（平均）から、２０２４年度以降３期以

内に１００億企業となる可能性がある企業“ネクスト”  １００億円企業を抽出すると、奈良県内企業のうち、８

社が該当していることが分かった。１年後、２年後（２０２４年度、２０２５年度）は各３社、３年後（２０２６年度）

は２社が新たに１００億企業となる可能性を秘めている。 

 “ネクスト”100 億企業の属性  

 

 

 

 

 

  

 

奈良市 12 13

大和高田市 1 1

大和郡山市 8 9

天理市 2 3

橿原市 4 4

桜井市 1 1

五條市 1 1

生駒市 1 1

葛城市 2 2

山辺郡 1 1

生駒郡 1 1

磯城郡 1 1

北葛城郡 3 3

吉野郡 2 1

都道府県市区郡 2022年度 2023年度
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奈良県・「100 億企業」の実態調査（2025年） 

まとめ 

 

政府はこの春から、地域経済を牽引する１００億企業を創出すべく、経営者の意識づけや会社全体のモチ

ベーションアップを目的とした「１００億企業宣言」や、これら宣言企業に１社最大５億円の設備投資資金を補

助する「成長加速化補助金」といった積極的な政策を展開している。一方で、“年商１００億円”のハードルや

達成までのアプローチは、同じ関西圏内でも地域によって大きく異なる。  

 今回の調査で奈良県内では、４２社の「１００億企業」が存在し、その出現率（県内企業数における割合）は

０．３１％であることが分かった。一方で、関西２府４県に視野を広げると、大阪府の１００億円企業の出現率

（県内企業数における割合）は１．５３％、兵庫県で０．８０％、京都府で０．７２％、滋賀県で０．５４％と奈良県

の出現率の低さが目立つ。過去の年商伸び率から換算した“ネクスト”１００億円企業（３年以内に突破）は、

８社がその可能性を秘めているが、奈良県で成長した企業が大阪府や東京都などの都市圏に営業拠点を

移すケースもあるようだ。今後は、企業が奈良県内で持続的に成長し「１００億企業」を目指す土壌を作ると

同時に、奈良県の企業が国内経済を牽引していくよう県全体で後押しする施策が必要と言えよう。  


